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スポーツ外傷・障害と心理社会的要因

青木邦男＊ 松本耕二＊

要約

 本研究は，スポーツ外傷・障害の発生機序，特に心理社会的要因に関する文献をレビューし、現在到達し得ている結論に

ついて論究することを目的とした。

 本研究の主な結果は以下のようにまとめることができる。

1）スポーツ傷害発症とパーソナリティ特性との関連については，一定の結論を導くには至っていない。

2）スポーツ傷害発症と生活ストレスに関わる研究では，概ねスポーツ傷害（発症）に生活ストレスが影響するという結論が

 導き出されており，スポーツ傷害発症に生活ストレスが影響すると結論づけられている。

3）Andersen＆Williams（1988）は，心理的ストレスとスポーツ傷害の因果関連を包括的にモデル化した『ストレスとス

 ポーッ傷害モデル』を発表し，このモデルはスポーツ傷害の予測と予防に向けての研究に幅広い理論的基礎と考察すべき

 心理社会的要因を提示したものとして，多くの研究者に受け入れられている。

4）その後、理論モデルの検証や追試、さらに発展的な研究が行われ，スポーツ傷害発症に影響を与える心理的ストレスと

 して，生活変化出来事，日常苛立ち事，過去の傷害等が，さらにパーソナリティや対処資源等は直接的あるいは間接的に

 影響を与える要因として位置づけられている。

キーワード：スポーツ外傷・障害，心理社会的要因

1．はじめに

 文部省の『中学生・高校生のスポーツ活動に関する

調査』1）によれば，運動部に所属している生徒は中学

校で73．9％，高校生で49．0％を占めており，生徒や保

護者並びに教員の9割以上が「運動部活動」の必要性

と有用性を認めなど，運動部活動が学校に深く根を下

ろしている現実が報告されている。

 こうした報告からは，運動部活動が勝利至上主義に

伴う弊害，自治能力や主体性育成を阻害する権威主義

的体質等の深刻な問題2'5）を内包していると批判を受け

ながらも，それ以上に競技スポーツ活動のもつ心身の

育成機能が尊重され，期待され，追求されていること

が推察される。確かに，競技スポーツ活動は適切に実

施されれば，心身の発育・発達刺激や生涯にわたる健

康・生きがいづくりとして，またスポーツ文化を担い

発展させる文化継承・創発としての豊かな可能性を秘

めている。

 しかし，一方で興味・関心の喪失，部員・指導者と

の軋礫，燃え尽き現象，外傷と障害等による退部や逸

脱行動が少なからず生起しており，スポーツ活動への

嫌悪と忌避を生んでいることも事実である。特に，ス

ポーツ傷害の過去の発生率はスポーツ少年団で11．9％，

中学生で54．10／Q，高校生で62．5％に及び，高校生では

スポ・一・一・ッ種目や学年によっては8割を越える発症率が

報告されている6）・7）。また，一流選手では過去1年間

のスポーツ傷害受傷率が7割強であったことが明らか

にされている8）。スポーツ傷害はスポーツ活動の断念

や引退，スポーツ活動への恐怖や嫌悪等の忌避的対応，

発達・発育障害，後遺症による健康・機能障害などを

生み，生涯にわたりスポーツを愛好し実践することへ

の大きな阻害要因となっている。

 これまでスポーツ傷害がスポーツ活動の一大阻害要

因であるとの認識にたち，予防のために実践的で実証

的な研究と具体的な対応が精力的に行われてきた。そ

れらはスポーツ傷害の発生機序や原因の究明，外傷・

障害予防法や予防のための用具・備品の開発・普及，

救急処置の教育，有効な手術方法やリハビリの開発や

症例報告等として，スポーツ傷害の予防と治療に貢献

してきた。

 本研究では，そうした予防と治療の成果と知見の中

で，スポーツ傷害の発生機序，特にその発生原因につ
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いて，これまでの研究結果を概観し，現在到達し得て

いる結論を紹介したい。

 ところで，スポーツ傷害の発症原因は大きく2つに

分けられる。一つはExtrinsic risk factorとlntrinsic

risk factorである。 Ex七rinsic risk factorとは，ス

ポーツ活動の種類，練習方法，環境条件，施設・設備

などに関する要因である。他方，Intrinsic risk

factorとは，性，年齢，傷害歴，ソマトタイプ，柔軟

性や下肢のアライメントなどの身体特性と心理学的・

心理社会的要因である。本研究では心理社会的要因に

焦点を絞って論究する。

 なお，論述はスポーツ傷害発症に関する研究経過

（史）と成果に依拠して，1）心理社会的研究が求めら

れる背景，2）スポーツ傷害発症とパーソナリティ特性

との関連，3）スポーツ傷害発症と生活ストレス，

4）Andersen＆Williamsのストレスとスポーツ傷害

モデル，5）スポーツ傷害発症と心理社会的要因の5つ

の視点で展開する。

2．心理社会的研究が求められる背景

 Ogilvie＆Tutko（1966）9）が，早くも1966年にスポー

ツ傷害の危険性と心理学的要因との関連を論評してい

るが，1960年代後半から1970年代前半にかけて，複数

の研究者がスポーツ傷害発症と心理社会的要因との問

に関連があると推察し言及していた。例えば，

Ryde（1965）10）はスポーツ傷害の約30％は心理社会的要

因によって影響されていると論じた。この数値は刺激

的ではあるが，実証的データに裏打ちされた結論では

なく，主観的な推定値であった。Maclntosh et al．

（1972）11）はトロント大学での17年間のスポーツ傷害を

調査して，トレーニング方法や用具・備品は改良され

選手の体力も技術水準も高くなったにもかかわらず，

スポーツ傷害は17年間で減少していないことを根拠に，

心理社会的要因の関与の可能性を示唆した。
Yaffe（1983）12）やBergandi（1985）13）もスポーツやレク

リエーションでのスポーツ傷害の実数を挙げ，安全用

具や指導の改善，適切な身体づくりにもかかわらず，

スポーツ傷害が増加しているのは身体的要因や環境的

要因だけでは説明がつかないことを指摘した。また

Taerk（1977）i‘'， Jesse（1977）i5）， Valiant（1980）i6'，

Coddington＆Troxell（1980）17）は，スポーツ傷害発

症の要因は身体的要因や環境的要因が重要で主要な要

因であるという先行研究の結論を肯定するが，それだ

けではある条件下で特定の選手だけが何度も受傷する

ことは説明がつかないと指摘し，心理社会的要因の関

与の可能性を指摘した。このように，身体的・環境的

要因を根拠にした予防策では現実のスポーツ傷害が減

少していないという事実の前で，その他の発症要因，

すなわち心理社会的な側面に研究の視点が向けられた。

 一方で，既に「事故を起こしやすい個人」のパーソ

ナリティ特性の研究14）・18'21）や健康・病気に及ぼす心理

的ストレスの影響に関する研究22-24）が一定の成果を挙

げており，そうした研究成果と方法がスポーツ傷害の

研究に適応されるようになった。例えば，Holmes＆

Rahe（1967）23）が生活変化出来事の経験回数と病気の

発症との関連性を実証したが，その健康に対する生活

出来事のアブ．n一チは，すぐにスポーツ傷害発症の研

究に応用された。

 上述のように，スポーツ傷害発症の原因である身体

的要因や環境的要因を統制（予防）しても，スポーツ

傷害の発症率が減らないことから，心理社会的要因が

注目されるようになった。それは既に健康や病気に及

ぼす心理社会的要因（特に，生活ストレス）の影響が

明らかにされており，その知見や方法論から容易く演

繹された応用研究とも言えるものであった。

3．スポーツ傷害発症とパーソナリティ特性との

関連

 スポーツ傷害発症に関連する心理社会的要因につい

ての研究で，最初に注目され研究が行われたのはパ…一一

ソナリティ特性であった。それは端的には①Accident-

prone individual（事故を起こしやすい人）のパーソ

ナリティ特性の研究実績と方法論，②1960年代と1970

年代のスポーツ選手のパーソナリティ特性の研究成果

と方法論25）・26）に触発され，それに依拠する形で研究が

行われた。スポーツ傷害発症とパーソナリティ蒋性と

の関連については多くの研究が行われているが，その

代表的な研究を表1に示す。

 Irvin（1975）30）は， Cattellの16 P F人格検査を用い

て，高校フットボール選手におけるスポーツ傷害受傷

者と非受傷選手のパーソナリティ特性の相違を調べた。

その結果，スポーツ傷害受傷者は非受傷選手に比べて，

より保守的な性格であることを明らかにした。

Jacksonら（1978）32）は，16PF人格検査を用いて，高

校フットボール選手110名におけるスポーツ傷害受傷

者と非受傷選手のパーソナリティ特性の相違を調べた。

その結果，スポーツ傷害受傷者は非受傷選手に比べて，

防衛的で情緒過敏な性格であったと報告している。ま
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表1．スポーツ傷害とパーソナリティとの関連に係わる先行研究

著  者  名 調査対象者 測 定 尺 度 結    果

Govern＆Koppenhaver
i1965）27） r

大学フットボール選手

@   60名

Williamson Office

orocedure
スポーツ傷害受傷選手と非受傷選手との問
ﾉ差を見出せなかった。

Brown（！971）28） 高校フットボール選手

California
osychological
hnventory

スポーツ傷害とパーソナリティ特性との間
ﾉ有意な関連を見出せなかった。

Lavarda（1975）29） イタリア代表選手 Banati-Fischer test
衝動的，攻撃的，自罰的な性格特性がスポー

c傷害発症に関連する。

Irvin（1975）30） 高校フットボール選手

Cattell Sixteen

oersonality Factor
puestionnaire

スポーツ傷害受傷選手は非受傷選手に比べ
ﾄ，より保守的な性格である。

Abadie（1976）3'） 女子スポーツ選手

Cattell Sixteell

oersonality Factor
puestionnaire

スポーツ傷害受傷選手と非受傷選手との問
ﾉパーソナリティの有意な差は無かった。

Jackson et al．（1978）32）
高校フットボール選手

@  110名

Cattell Sixteen

oersonality Factor
puestionnaire

スポーツ傷害受傷選手と非受傷選手との間
ﾉ有意差があった。
�搗I手は非受傷の選手より防衛的で情緒
ﾟ敏の傾向がある。

Young＆Cohen
i1979）33）

   大学女子
oスケットボール選手

@  230名

Tennessee Self

boncept Scale
スポーツ傷害受傷選手と非受傷選手との間
ﾉ，自己概念の有意な差は無かった。

Young＆Cohen
i1979）34）

   高校女子
oスケットボール選手

Tennessee Self

boncept Scale
スポーツ傷害受傷選手は非受傷選手に比べ
ﾄ，有意に自己概念の高い得点を示した。

VaUiant（1980）'6）

大学院在籍ランナー

@  66名
@ 男42，女24

Cattell Sixteen

oersonaユity Factor
puestionnaire

スポーツ傷害受傷選手と非受傷選手の間に
L意差は見出せなかった。しかし，受傷選
閧ﾌ男女間に有意な相違が見出された。

Valliant（1981）35） 男子長距離選手

Cattell Sixteen

oersonality Factor
puestionnaire

受傷したランナーは非受傷のランナーに比
ﾗて，防衛的な情緒過敏で如才ない性格で
?ﾁた。

Passer＆Seese
i1983）36）

大学フットボール選手

@  104名

特性不安目録，

｣技特性不安テスト，
香[カス・オフ・コン
gロール尺度

特性不安，競技特性不安，ローカス・オフ・

Rントロールとスポーツ傷害の問に有意な
ﾖ連は見出せなかった。

Kerr＆Minden
i1988）37）

カナダ体操協会
gップ女子体操選手
@  4！名

特性不安目録，

香[カス・オフ・コン
gロール尺度，

ｩ尊心目録

特性不安，ローカス・オフ・コントロール，

ｩ尊心とスポーツ傷害の間に有意な関連は
ｩ出せなかった。

青木邦男・眞竹昭宏
i1992）38）

大学運動部員

@341名
j152，女189

性格特性項目

i競技不安，身体的有
¥性，統制感，達成動
@自尊心など）

競技レベルにかかわらず，高受傷者は非受
搦ﾒに比べて身体的有能さと勝利志向が有
ﾓに高く，L尺度が低かった。
ｴ因帰属様式では，高覧傷者は騒士傷者に
艪ﾗて，正事態で能力に帰する程度が有意
ﾉ高い。

Leddy et al．（1994）39）

大学男子スポーツ選手

@  343名
@10スポーツ種目

Beck Depression

hnventory，
rtate Trait Anxiety

hnventory，

sennessee
relf-Concept Scale

スポーツ傷害受傷選手は傷害受傷前に高い
}うつと不安を持ち，低い自尊感情を有し
ﾄいた。
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たYoung＆Cohen（1979）34）は， Tennessee自己概念尺

度を用いて高校女子バスケットボール選手におけるス

ポーツ傷害受傷者と非受傷選手のパーソナリティ特性

の相違を調べた。その結果，スポーツ傷害受傷者は非

受傷選手に比べて，有意に自己概念が高かったことを

明らかにしている。

 一方で，Brown（1971）28）は16 P F人格検査を用いて，

高校フットボール選手におけるスポーツ傷害受傷者と

非受傷選手のパーソナリティ特性の相違を調べた。そ

の結果，スポーツ傷害受傷者と非受傷選手との問にパー

ソナリティ特性の差はなかったことを明らかにした。

またPasser＆Seese（1983）36）は，特性不安目録，競技

特性不安テスト，ローカス・オフ・コントロール尺度

を用いて，大学フットボール選手におけるスポーツ傷

害受傷者と非受傷選手のパーソナリティ特性の相違を

調べた。その結果，スポーツ傷害受傷者と非受傷選手

との間に特性不安，不安競技不安，ローカス・オフ・

コントロール等のパーソナリティ特性の差はなかった

ことを報告している。同様に，1（raus（1965）14），

Irvin（1975）30）， Young＆Cohen（1979）33）らもスポー

ツ傷害発症とパーソナリティ特性との問に有意な関連

は見出していない。

 以上のように，スポーツ傷害発症とパーソナリティ

特性との関連については，関連を見出した研究と見出

せなかった研究があり，一定の結論を導くには至って

いない。

4．スポーツ傷害発症と生活ストレス

 スポーツ傷害発症と生活ストレスに関する先駆的な

研究は，Bramwellらの研究であろう。Bramwellら

（1975）40）は，Holmes＆Raheの作成した『社会的再

適応評価尺度（Social Readjustment Rating Scale：

1967）』を修正して，競技スポーツ用の『社会・競技

再適応評価尺度（Social and Athletic Readjustment

Rating Scale）』を作成し，大学フットボール選手に

おけるスポーツ傷害発症と生活ストレス（生活変化出

来事）を調査した。その結果，スポーツ傷害受傷選手

と非受傷選手との間に生活変化出来事に有意な差があ

り，生活変化出来事の体験数がスポーツ傷害発症に関

連することを見出した。この研究後，社会・競技再適

応評価尺度を用いて，あるいは独自の生活ストレス尺

度を開発・使用して，スポーツ傷害発症と生活ストレ

スとの関連に関する多くの研究が行われた。その代表

的な研究を表2に示す。

 Andersen＆Williams（1993）46）は先行研究をレビュー

表2．スポーツ傷害と心理的ストレスとの関連に係わる先行研究

著  者  名 調査対象者 測 定 尺 度 結    果

Bramwell et al，
i1975）40）

大学フットボール選手
@   82名

Social Reajustment

qating Scale修正版

スポーツ傷害受傷選手と非受傷選手とでは
ｶ活変化出来事に有意な差があり，生活変
ｻ出来事の得点がスポーツ傷害発症に関連
ｷる。

Coddington＆Troxell
i1980）17）

高校フットボール選手

@  114名
Social Readjustment
qating Scale修正版

対象消失や家族の変化出来事（両親の離婚
竡?ﾈど）の高い選手はケガをしゃすい。

Cryan＆Alles（1983）41）
大学フットボール選手

@  151名
生活出来事質問紙

C正版

多くの生活変化出来事を経験：した選手はそ

､でない選手よりもスポーツ傷害受傷のリ
Xクが高い。また，生活変化出来事の高さ
ﾍ多様な傷害の発症に関連している。

Passer＆Seese
i1983）36）

大学フットボール選手

@  104名
Life Experiences

rurvey

スポーツ傷害受傷選手は非受傷選手に比べ
ﾄ，過去1年の間にネガティブな生活変化
o来事を経験：していた。

�搗I手は非受傷選手より対象喪失の経験
ｪ高い。

May et al．（1985）42）

  米国アルペン

Xキーチームメンバー
@   73名

Social and Athletic

qeadjustment
qating Scale，
kife Event Scale for

`dolescents

生活変化出来事の得点の高い選手は下肢の
Xポーツ傷害に受傷しゃすく，またスキー
ﾉ関連した健康問題に侵されやすい。
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Williams et al．
i1986）43）

大学バレーボール選手

@  179名
@ 男68，女111

Athletic

qeadjustment
qating Scale，
`thletic Life

dxperiences Survey

生活ストレスとスポーツ傷害との問に有意
ﾈ関連は見出せなかった。

Lysens et a1．（1986）44）

体育履修学生

@ 99名
j66，女33

Life Event

puestionnaire

2回以上急性のケガをした学生は1回以下
ﾌ学生より，生活出来事の得点が有意に高
ｩった。しかし，使いすぎによる障害の発
ｶ率や傷害の程度と生活出来事との間に有
ﾓな関係は見出せなかった。

Kerr＆Minden
i1988）37）

カナダ体操協会
gッ、プ女子体操選手

@  41名

Coddington Life
dvent Record

ストレスの掛かる生活出来事はスポーツ傷
Qの頻度と傷害の程度に有意に関連した。

Hardy＆Riehl（1988）45）

大学スポーツ選手

@  86名
??Cソフトボール

@テニス，陸上

Athletic Life

dxperience Survey

全生活変化出来事とネガティブな生活変化
o来事はスポーツ傷害の頻度と有意に関連
ｵていた。しかし，傷害の程度との有意な
ﾖ連は見出せなかった。

し，20論文の内18論文において，生活ストレスとスポー

ツ傷害との間に正の相関を見出していることを指摘し，

生活ストレスの高い選手はケガを受傷しゃすいと結論

づけている。

 一方で，Williamsら（ユ986）43）は大学バレーボール選

手では生活ストレスとスポーツ傷害との間に何の関連

も見出せなかったと報告している。これはスポーツ種

目によっては，生活ストレスとスポーツ傷害との関連

を疑問視する知見である。しかし，Williams＆
Roepke（1992）47）は先行研究をレビューして，アルペン

スキー，体操，サッカー；陸上競技，フィギュア・ス

ケートなどの14種目で生活ストレスとスポーツ傷害と

の問に正の相関があったことを報告している。

 上記以外にも，スポーツ傷害発症と生活ストレスに

関わる研究が行われおり，概ねスポーツ傷害（発症）

に生活ストレスが影響するという結論が導き出されて

いる。したがって，スポーツ傷害発症に生活ストレス

が影響すると結論づけられる。

5．Andersen＆Williamsのストレスとスポー
ツ傷害モデル

 スポーツ傷害に関する社会心理的研究がパーソナリ

ティ特性の研究を経て，次第に心理的ストレスの研究

に重点が移っている時期に，Apdersen＆
Williams（1988）48）が『ストレスとスポーツ傷害モデル』

を発表した。このモデルは過去の研究を精査し，それ

まで単独に取り上げられていた心理社会的要因の相互

関連を視野に入れて，心理的ストレスとスポーツ傷害

の因果関連を包括的にモデル化したものであり，以後

             あの研究の方向を示唆するものであった。

 この理論モデルの発表後，多くの研究者がこのモデ

ルを意識して，モデルの検証を行なうと共に単一の要

因から複合的な心理社会的要因の研究を押し進める契

機となった。そこで，この『ストレスとスポーツ傷害

モデル』を紹介しておきたい。

 図1にストレスとスポーツ傷害モデルを示した。こ

の理論モデルは，筆者らが述べているように，

Smith（1979）49）やAllen（1983）50）のストレス研究に基づ

き，「ストレスー病気」，「ストレスー傷害」，「ストレ

スー事故」の先行研究を発展させて構築したモデルで

ある。モデルは生活変化出来事，日常苛立ち事，過去

の傷害等が，心理的ストレス（ストレッサ歴）として

選手に影響を与え（ストレス反応），その結果スポー

ツ傷害を起こさせる。パーソナリティ（強健性，ロー

カス・オフ・コントロール，競技特性不安など）と対

処資源（一般対処行動，ソーシャル・サポート，スト

レスマネジメントなど）は，「ストレッサ歴→ストレ

ス反応」と，直接的あるいは間接的に影響を与える要

因と位置づけられている。

 心理的ストレスとスポーツ傷害にかかわる先行研究

が，理論モデルに基づかず，かつ限られた人的・状況

的変数（要因）による研究であったが，このモデルは

スポーツ傷害の予測と予防に向けての研究に幅広い理

論的基礎と考察すべき心理社会的要因を提示したもの

として，その後の多くの研究者に受け入れられた。
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Figure 1 一一一 A model of stress and athletic iujury，

  （Andersen and Williams， 19．88）

6．スポーツ傷害発症と心理社会的要因

 Andersen＆Williams（1988）48）による『ストレスと

スポーツ傷害モデル』の発表後，このモデルに依拠し，

あるいは意識してモデルの検証や発展的な研究が行わ

れてきた。それらはスポーツ傷害発症と複数の心理社

会的要因との関連を要因の相互関連に配意しながら調

査・分析する研究である。それらの代表的な研究を表

3に示す。

 Blackwell＆McCullagh（1990）51）はAndersen＆

Williamsのモデルに言及した後に，モデルに提示さ

れているパーソナリティ，ストレッサ歴，対処資源と

スポーツ傷害との関連を調査研究した。具体的には，

大学フットボール選手105名を調査対象に，パーソナ

リティ特性（競技特性不安），ストレッサ歴（競技生

活変化出来事，日常苛立ち事）と対処資源（人的・物

的ストレス対処項目）及びスポーツ傷害状況を調べた。

その結果，スポーツ傷害受傷選手は非受傷選手に比べ

て，生活ストレス及び競技特性不安が高く，対処資源

が低いものであった。同様に，Hardyら（1991）53）は生

活ストレスとスポーツ外傷・傷害との関連におけるソー

シャル・サポートの役割を調査研究し，男性競技者で

はスポーツ傷害の受傷頻度は生活変化出来事とソーシャ

ル・サポートに関連することを見出している。また

Hansonら（1993）55）は，大学陸上競技選手181名を調査

対象に，スポーツ傷害発症とパーソナリティ特性，ス

トレッサ歴，対処資源との関連を調べた。その結果，

対処資源とポジティブな生活変化出来事がスポーツ傷

害の受傷頻度と有意に関連することを見出している。

同様に，他のいくつかの研究がAndersen＆Williams

による『ストレスとスポーツ傷害モデル』の検証を行っ

ている。

 一方で，モデルを修正する新しい知見も見出されて

いる。例えば，Petrie（1993）57）はレギュラー選手

（Starter）と非レギュラー（Nonstarter）とでは，スポー

ツ傷害と社会心理的要因との関連は相違することを見

出している。すなわち，レギュラー選手では心理社会

的要因（生活ストレス，対処能力，競技特性不安）は

スポーツ傷害受傷の60％を説明するが，非レギュラー

では関連がなかったことを報告している。またスポー

ツ種目や性によって，心理社会的要因とスポーツ傷害

との間に関連を見出していない研究も見られる。

 しかし，こうした修正や新しい視点は提示されるも

のの，その結果は概ねAndersen＆Williamsによる

『ストレスとスポーツ傷害モデル』の妥当性と有用性

を実証していると言ってよいであろう。
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表3．スポーツ傷害と心理社会的要因との関連に係わる先行研究

著  者  名 調査対象者 測 定 尺 度 結    果

SCAT

Blackwell＆McCullagh
i1990）51）

大学フットボール選手

@  105名

Athletic Life Event

rcale，

caily Hassles Scale，

rtress Audit

スポーツ傷害受傷選手は非受傷選手に比べ
ﾄ，日常のストレスと競技不安が高く，ス
gレス対処資源が低い。

Questionnaire

Smith et al．（1990）52）

高校スポーツ選手

@ 451名
@男250，女201
j女バスケット
j子レスリング
@ 女子体操

Adolescent
oerceived Event
rcale，

rocial SupPort

rcale，

`thletic Coping Skill

hnventory

ソーシャル・サポートと対処能力は生活ス
gレスースポーツ傷害受傷の関係に影響を
^える。

¥ーシャル・サポートと対処能力の低い選
閧ﾍ生活ストレスとスポーツ傷害受傷に有
ﾓな関連があり，ネガティブな生活変化出
?魔ｪスポーツ傷害発症の30％まで説明す
驕B

Hardy et al．（1991）53）

 大学スポーツ選手

@  170名
Tッカー：49ホッケー：21

@陸上：14体操：11

@バレーボール：12

SupPort Function

puestionnaire，
`thletic Life

dxperience Survey

男子選手において，ネガティブな生活変化
o来事の多さとソーシャル・サポートの少
ﾈさは，スポーツ傷害受傷の頻度を増す。
落q選手については，有意な関連は見出せ
ﾈかった。

ネガティブな生活ストレスはソーシャル・
Life Events Survey， サポートの少ない状況下で，スポーツ傷害
Social and Athletic 発症の11％から22％を説明した。

Petrie（1992）54）
大学女子体操選手

@ 103名
Readjustment
qating Scale，

ポジティブな生活ストレスは，高いソーシャ

求Eサポート下でスポーツ傷害発症の14％
Social SupPort から20％を説明した。よってソーシャル・
Questionnaire サポートはストレスースポーツ傷害の関係

に介在する。

Athletic Life

Experience Survey， 対処資源とポジティブな生活ストレスは，

大学陸上競技選手 Competitive Trait スポーツ傷害の受傷頻度に関連した。
Hanson et al．（1992）55） 181名 Anxiety， 対処資源，ネガティブな生活ストレス，ソー

男123，女58 Locus of Control シャル・サポートと競技不安はスポーツ傷
People in My Life 害の程度に関連した。
（＝s・cial supP・rt）

Adolescent
高校スポーツ選手 Perceived Event

425名 Scale修正版，

男237，女188 Sport Experience ネガティブなスポーツ関連生活出来事は，
Smith et al．（1992）56） Survey， 感覚追求レベルの低い選手で，スポーツ傷

男女バスケット Sensation Seeking 害発症と有意な正の相関があった。

男子レスリング Scale，

女子体操 Athletic Coping Skill

Inventory

Life Event Survey， レギュラー選手では，ポジティブな生活ス
大学フットボール選手 Sport Competitive トレス，対象能力，競技不安がスポーツ傷

Petrie（1993）57） Anxiety Test， 害受傷の60％を説明した。レギュラー以外
158名 Athletic Coping の選手ではスポーツ傷害受傷と心理社会的

Skills Inventory 要因の間に関連は見出せなかった。

松本耕二・青木邦男
i1997）58）

高校運動部員

@430名
H293女137

心理社会的ストレ・ス項
ﾚ（日常生活および部活動

ﾅの変化出来事と苛立
磨j

男子では，スポーツ傷害受傷者は非受傷者
ﾉ比べて，ネガティブな生活変化出来事の
p度が高く，部活動苛立ち事は低かった。
落qでは，スポーツ傷害受傷者は非受傷者
ﾌ聞で，社会心理的ストレス項目のいずれ
ﾉおいても有意差は見出せなかった。
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7．おわりに

 Andersen＆Williamsによる『ストレスとスポー

ツ傷害モデル』の発表後は，その検証や理論モデルの

修正に研究力点が注がれてきたが，近年では新しい研

究が行われつつある。McCutcheonら（1997）59）は競技

スポーツとレジャー活動におけるスポーツ傷害と社会

経済的地位（Socio-economic status）との関連を調査

し，社会経済的地位がスポーツ傷害に関連することを

報告している。こうした新しいパラダイムによる研究

が行われる一方で，スポーツ傷害の回復過程における

心理状態や心理社会的要因の影響についての研究も盛

んに行われている46），60-63）。この研究成果の概要につい

ては別の機会に報告したい。

 最後に，わが国におけるスポーツ傷害発症と心理社

会的要因に関する研究の状況に触れておきたい。スポー

ツ傷害発症に関する調査研究は外傷・障害の実態調査

と同時に行われてきたが，それらは生理的・身体的要

因や環境要因あるいはバイオメカニクス的要因と絡め

て精神的要因を調査したものであり，心理社会的要因

に焦点を絞っての研究は数えるほどである。代表的な

．研究として，岡ら（1995）64）によるAndersen ＆

Williamsの『ストレスとスポーツ傷害モデル』の紹

介と先行研究のレビュー，瀧ら（1996）65）による学校生

活におけるケが発症に関わる心理的要因の研究，松本・

青木（1997）58）によるスポーツ外傷・障害発症に及ぼす

心理社会的ストレスの影響の研究などが挙げられる。

しかし，それらの研究は諸外国の先行研究（特にAnde

rsen＆Williamsの理論モデル）を日本人に適応した

追試であり，成果はみられるものの独自の仮説あるい

は理論モデルに基づく研究ではない。むしろ，スポー

ツ傷害と心理社会的要因との関連に関する研究は端緒

についたばかりであり，今後，スポーツ傷害予防のた

めに精力的な研究が望まれるところである。
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Abstract；

  A comprehensive review of the theoretical and quantitative literature concerning the psychosocial factors re-

lating to the incidence of athletic injUry was presented．

It was summarized as follows：

1） No consistent conclusions have been drawn from the research equating personality to athletic injury．

2） Research has consistently shown a positive relationship between life stress（life events）and athletic injuries．

3） Andersen and Williams（1988） proposed a dynamic， multidimensional theoretical model of stress and athletic

  injury． This stress and athletic injury model addresses various predictor factors of athletic injury and possi-

  ble mechanisms underlying the stress-injury relationship． This model has been accepted by most researchers．

4）By studies testing portions of Andersen and Wiユ1iams theoretical mode1， it was shown that individuals with

  high life stress， many daily hassles， certain personality factors and few coping resources would exhibit injury

  risk．
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